
資料 ７－２

スカモビ・チャレンジネットワーク
の活動状況について（中間報告）

2021年１月25日
事務局



12020年度のスカモビ検討体制

【会長】 中村 文彦 横浜国立大学 教授 【役割】 スカモビの戦略・ビジョンに関する協議 等

【ポイント】 プロジェクト報告時には、実施主体や関係自治会長様などにも参画頂き、現場の声を聞く

随時、MaaS分野の外部有識者（例：JCoMaaSなど）もアドバイザとして参画頂く

ヨコスカ×スマートモビリティ推進協議会（半年に１回）

【メンター】 有吉 亮 横浜国立大学 特任准教授

【役割】 （ニーズオリエンテッドな）新規実証プロジェクトの創出、企業等とのネットワーキング

【活動】 ＡＮＤ ＯＮ 品川を拠点とした各種イベント（既存ＰＪとのミートアップ、アイデアソン等）の企画・運営

スカモビチャレンジ・ネットワーク（２カ月に１回）

×

【役割】 ベンチャー等の企業に実際に横須賀の課題等を体験してもらい、アイデア発掘＋アイデアソンを実施

（新設）横須賀アイデア発掘ツアー（年に１回程度）

【主査】 越塚 登 東京大学大学院 情報学環 教授 【副主査】 梶田 佳孝 東海大学 土木工学科 教授

【役割】 スカモビの戦略・ビジョン案の検討（プロジェクトの企画・連携、地域との連携、イベントの企画など）

【ポイント】 宣言に対応したビジョンを具体化し、既存ＰＪやチャレンジＮＷ等との連携・支援方策を具体化

プロジェクトＡ
－地元調整等への協力

－役所への規制緩和要望

プロジェクトＢ
－実証企画立案への協力
－データ基盤に関する検討

プロジェクトＣ
－実証企画立案への協力
－費用負担に関する検討

プロジェクトマネージャー：創業・新産業支援課

※ＰＪ毎に協議会を設置するイメージ

（新設）プロジェクト社会展開ＴＦ（随時）



2スカモビ・チャレンジネットワーク 活動方針

唯一のMaaS拠点 体 制

 

https://and-on.keikyu.co.jp/

ｚ

特にベンチャーや大学等の多様なプレーヤー
との事業共創に繋げる



32020年度の検討の動き

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

7/20
第６回

1/25
第７回

10/14
第１回

（Webセミナー）

12/23
第２回

（Webセミナー）

・2019年度の活動報告
・2020年度活動計画

（案）に関する協議

実証プロジェクト

コロナ禍で後ろ倒し

10/1
第１回

10末
第２回

（メール審議）

12/24
第３回

・基本的考え方（案）に
関する審議

・コロナ禍を受けての都
市像の検討状況報告

・2020年度実証PJに係
る進捗状況報告

個別ご相談等

基本的考え方の整理

コロナ禍を受けての都市像の検討

1上旬
第４回

（メール審議）

コロナ禍で後ろ倒し



4第１回セミナーの実施概要について

日 時：２０２０年１０月１４日（水） １７：００～１８：３０

実施方法：Webinar（Zoom）

概 要：スカモビ・チャレンジネットワークの活動概要、今後の進め方等について紹介

１．開会ご挨拶
有吉 亮 横国大 特任准教授

２．議事
（１）ヨコスカ×スマートモビリティチャレンジの紹介
（２）イノベーション拠点（ＡＮＤ ＯＮ 品川）について
（３）スカモビ・チャレンジネットワークの進め方について

プログラム等 イベント模様

申込数：６８名

参加者：５２名（参加率：約７７％）

アンケート数：２３件（回収率：約４４％）



5第１回セミナーのアンケート結果
質問１：セミナーを知った媒体 質問２：会社規模と所在地内訳

質問３：セミナー参加目的 質問４：期待する・参加したい活動

YRPからのメー

ル案内通知, 

65.2 %(15件）

AND ON 

SHINAGAWAから

の案内通知, 

13.0 %(3件）

社内関係者

からの連絡, 

13.0 %(3件）

横須賀市役所から

の連絡, 4.3 %(1件）

そのほか, 

4.3 %(1件）

大企業, 

69.6 %(16社)

中小企業, 26.1 %

(6件）

スタートアップ(創業5年未満

程度), 4.3 %(1社）

県内, 20.3 

県外, 66.7 

そのほか, 

13.0 

21

6

10

1

0 5 10 15 20 25

①スカモビに興味があったから

②AND ONに興味があったから

③最新動向を把握するため

④協業の可能性
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a)企業とのネットワーキング

b)横須賀の地域詳細データに基づく

アイデアソン

c)案件形成支援

d)実証・実装試験

n=23 n=23 n=68

n=23 n=23



6第２回セミナーの実施概要について

日 時：２０２０年１２月２３日（水） １７：００～１９：００

実施方法：Webinar（Zoom）

概 要：先進MaaS事例（楽天・ドローン／UGV）の説明、令和３年度政府関係施策の紹介

プログラム等

１．開会ご挨拶
有吉 亮 横国大 特任准教授

２．議事
（１）スカモビ・チャレンジネットワークについて
（２）スカモビ先進MaaS事例紹介（楽天・ドローン／UGV）
（３）政府におけるスマートモビリティ・シティの取組

申込数：６１名

参加者：４２名（参加率：約６９％）

アンケート数：２０件（回収率：約４８％）

イベント模様



7

質問１：セミナーを知った媒体 質問２：会社規模と所在地内訳

質問３：セミナー参加目的 質問４：期待する・参加したい活動

第２回セミナーのアンケート結果

大企業, 

50.0 %(10件)
中小企業,

45.0 %(9件）

スタートアップ(創業5年未満程度), 

5.0 %(1件）
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①スカモビに興味があったから

②AND ONに興味があったから

③最新動向を把握するため
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a)企業とのネットワーキング

b)アイデアソン

c)案件形成

d)実証・実装

YRPからの

メール案内通

知, 80.0 %

(16件)

AND ON 

SHINAGAWA

からの案内通

知, 0.0 %

横須賀市役所からの連

絡, 10.0 %(2件)

社内関係者

からの連絡, 

5.0 %(1件)

そのほか, 

5.0 %(1件)

県内, 25.0 %

県外, 71.7 %

そのほか, 

3.3 %

前回比
５％↗

n=20 n=20 n=60

n=20 n=20

前回比
１８％↗



8第１・２回セミナーのまとめ

継続参加, 

41.7 %(25件)

新規参加, 

58.3 %(35件)

参加者の多様化

今後の課題①：セミナーの目的・構成

今後の課題②：入会者数の増加

n=60

県内, 28.6 %

(10件)
県外, 

68.6 %(24件)

そのほか, 

2.9 %(1件)

n=35

全体平均
３％↗

入会者数

（令和３年１月時点）

１６人

参加のべ人数

（令和３年１月時点）

９４人

－ 情報過多にならないようテーマを絞って実施すべき

－ 既存PJと繋げるより、興味のある人を集めてくることに注力すべき

－ 入会のインセンティブ付与について具体化が必要

－ 入会の手続きの簡素化（現状はメールで登録）が必要


